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Abstract
This research presents ongoing investigation into the effects inserted art therapy, findings in 
the use of creating fairy-tales.
The subjects were nine femailes of S"postgraduate course of a university.
They were continued arttherapy （landscape-composition-method or mother-child-draw etc）, 
and they had troubles or were happend problems in process at more than five time's therapy, 
theafore, creating faily-tales were inserted （experimental subjects）.
Then control subjects were two, one was tried previously fairly-tails and after landscape-
composition-method.  Another was a case of difficulty composition or organization.
The many findings of experimental subjects were followes.
① bridges across the river, ② big stone become symple, ③ more stabilitid house or ballanced 
house, ④ better balannsed tree, ⑤ better composede landscape,etc.
These considerations of findings were followings.  Therefore efects of creating fairly-tales into 
on inserted art therapy were followings.
① creating fairly-tales made trouble or image trouble to simplfiese or easy, ② creating fairly-
tales made river set up and composed landscape, ③ creating fairly-tales made integrate one's 
unconsiousness, ④ creating fairly-tales made paintting out clean up, etc.
This research cleared effects of creating fairly-tales in art therapy （landscape-composition-
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りと死への固着で bad end になっている。ま
た黒の包囲や深海魚の歯が鋭く攻撃性がみられ
る。
＜事例考察＞
　風景構成法での構成力は、なかなか獲得でき
なかった事例であるが、童話作成における拒否
やストーリーができないなどのことはなく、起
承転結をつむいでいる。この点では風景構成に
問題があっても童話では言語での統制ができ、
起承転結を創造、くみたてる健康さがあるとみ
られる。絵画だけでは統合しにくい描画も、文
字をいれて物語りにすることで自分としての統
合をしていくと考察できる。しかしこの統合は
負の統合（ナルシス的結合）であることは注目
すべきところである。自我が前向き、建設的に
クリェティブな活動ができにくいことを示して
いる。
　６）全体考察と問題点
　風景構成法での構成力は、展開と統合（結）
の創造性に関係し、統制群での風景構成では①
誘目性アップ、②大景群、中景群、近景群のバ
ランス構成力、がみられる。そして童話作成を
挿入すると、happy end や前向き創造的展開が
おこっていく。しかし構成力不全では bad end
となり、しかも情緒的なものへの固着、ナルシ
スへの逃避などがみられ、包囲の抑圧、研ぎ澄
まされた攻撃性、色の消失などへの結末がみら
れている。また主人公や脇役の部分的拡大、統
合性の欠如などが全般にみられている。これら
は童話作成において負の統合をしていく傾向が
考察された。ただしその負の統合にいたるス
トーリーの言い訳づくりもなされ、合理化され
ていく傾向がみられた。
　これらのことから、童話作成におけるストー
リーの有無は、風景構成法の構成力に対応して
いると考えられる。しかも相互啓発的でさえあ
る。すなわち風景構成法での構成力向上は、童
話作成によってイメージ自立を効果的にし、ま
た逆に童話作成でのクリエィティブイマジネー
ションは、風景構成法での構成力を画期的に高
めるということができる。
　統制群をみていくと、風景構成法のみでも誘
目性が表れ、そのなかで自己の賦活化がおこっ
ていくが、童話作成を挿入した場合は問題の解
決や自己覚知や意識と無意識の統合などがより
多く展開されていく。ここから芸術療法での
バッテリー効果がみられ、しかも童話作成は構
成力をより向上させ、心理面接をより効果的に
していると考察できる。
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